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[研究] 

引き続きアメリカ憲法の動向を追う研究に力を入れ、特に、保守化したとされるアメリカ公法の諸相の分析に努めた。その成果の一部

は、棟居快行先生古稀記念論文集に寄稿した。また、『憲法判例百選』所収の評釈１件をアップデートした。 

 

[教育] 

法学研究科博士前期課程学生１名の担任教員となり、また後期課程学生１名を指導した。同研究科では、法律学初学者のためのオ

ムニバス授業「公法の基礎」の一部を担当したほか、春・夏学期開講の「人権論」で人権に関わる法哲学的文献を講読し、秋・冬学期

に「憲法２」で英語文献を講読して学生の外国法研究の基礎の涵養に努めた。全学共通教育科目としては春・夏学期および秋・冬学

期に各１コマ「日本国憲法」を担当し憲法に関する一般教育を行い、秋・冬学期に「現代の医療と生命を考える」で主として法的な観点

から医事法制ないし生命倫理に関する問題等を取り上げて検討した。 

 

[管理運営］ 

法学研究科運営委員会委員を務めた。国際公共政策研究科協力講座を担当し、同研究科の教授会その他の会議に出席し、同研究

科の運営に協力した。法学研究科・高等司法研究科共同の各室のうち、計画室等の室員を務めた。キャンパスライフ健康支援・相談

センター倫理審査委員会、生命機能研究科倫理審査委員会、歯学部附属病院診療情報提供委員会の委員を務めた。 

 

[社会貢献］ 

特に記すべきものはない。 

 

[特記事項］ 

特に記すべきものはない。 
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